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はじめに
　イチゴ炭疽病は我が国で多くの品種で被害が拡大しており,	イチゴの最重要病害とされている（石川,	2005;	平
山ら,	2019）.	本病の病原であるColletotrichum属菌の分類・同定あるいは伝染源や伝染方法,	発病までの期間
などの病害の発生生態について多くの報告がある.	本病における「感染に対する濡れ時間・温度との影響」などは詳
しく調べられていない.	本研究では,	イチゴ炭疽病の発病予測技術の開発に資することを目的として,	本病原菌の
一種であるColletotrichum	fructicolaを用いて濡れ時間と温度が葉における感染発病に与える影響を調査した.	

1.病原菌および病気の発生生態
１）  病原菌 ：		主に	Colletotrichum	gloeosporioidesおよびColletotrichum	acutatumの2種類の種複合体が

あり,	それぞれ30以上の種が報告されている（Han	et	al.,	2016）.	国内ではC.	gloeosporioides種
群によるイチゴ炭疽病の発生の報告数は多い（秋田,	1992;	角野,	2009;	Suzuki	et	al.,	2010;	奈
尾,	2015;	平山ら,	2019）.	同種群のうちC.	aenigma.	C.	siamense.	およびC.	fructicolaが発病
したイチゴの葉から分離され,	最も高い頻度で分離される種は,	C.	 fructicolaとされている（Gan	et	
al.,	2017）.	

２）  症状 ：	C.	gloeosporioidesおよびC.	acutatumともに葉および葉柄では小黒斑が発生し,	症状が進行すると
　　　　　		葉と葉鞘ともに枯死して新しい葉の形成に影響を及ぼす（稲田,	2012;	石川ら,	1992:	他多数）.	萼や

花びらに発病すると小黒斑を生じて花全体が枯れ,	果実に発病すると黒褐色の不整形病斑を伴って果
実全体が腐敗する（稲田と山口,	2006）.	クラウンに潜伏している菌体が増殖するため,	苗であれば全
体が枯死する.	クラウンが炭疽病菌に潜伏感染している無病徴の苗を定植後,	本圃で被害が拡大する
例もある.	

３）  発生生態および疫学的知見 ：		イチゴ炭疽病の病原菌における分生子の噴霧による発病評価（石川ら,	1992;	
　　　　　		石川,	2005;	片山ら,	2008;	岡山,	1994）.	胞子発芽の最適温度（Wang	et	al .	2015）,	分生子が発

芽してから付着器を形成するまでの時間（Zhang	et	al .	2018）などの報告があり,	分生子は本病の
感染発病に重要な要因の一つと考えられている.	子のう胞子も伝搬に関わるとされているが,	確認さ
れる頻度は分生子が多いとされる（稲田,	2012）.	葉面,	葉柄,	花,	果実の発病における潜伏場所は全
てクラウンであり,	分生子または子のう胞子が伝染源となって,	雨滴による跳ね上がりで伝搬する（稲
田,	2012）.	さらに,	接種後に25℃の湿室で葉の濡れ時間が24時間以上になると発病が激しくなる
（石川,	2005）ことも報告されている.	これらのことから,	分生子が葉に到達してから発病するまでの
気温と葉面の濡れ時間との関係を,	報告の多いC.	gloeosporioidesを使用して調べることによって,	
本病を発病予測および防除するために重要な手がかりと考えられる.	
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２.感染発病に対する気温. 湿度の影響と潜伏期間
１） 実験方法
　接種源の炭疽病菌はC.	gloeosporioides	種群の一種であるC.	 fructicolaを使用した.	接種試験のために菌
株をジャガイモ煎汁グルコース寒天（PDA）培地に25℃で5-7日間培養して分生子を形成させ,	滅菌水を培地に加
えて攪拌,	濾過後に分生子を5.0	x	105個/mlの調整した懸濁液30	mlを準備した.	イチゴは感受性品種である「さ
がほのか」とし,	葉齢が約4-6週間まで生育した苗を接種試験に使用した.	接種時にイチゴ苗をターンテーブルに
置き,	分生子懸濁液30	mlを準備したエアブラシを苗から70	cm離して噴霧した（図１-	a）.	接種後のイチゴ苗は
湿度100%に設定した高湿度恒温グロースキャビネットおよび人工気象器に静置して,	イチゴの葉面を結露させた
（図1-b,	c）.	試験区は葉が濡れる時の温度を15,	20,	25,	30および35℃,	濡れ時間を0,	6,	12,	24,	32,	48お
よび56時間に設定した.
　発病を確認した日から１日ごとに各ポットで第１葉と第２葉の複葉2枚の病斑を計数し,	1複葉あたりの平均値を
算出した.	各試験において最多の病斑数を100として指数を求め,	３回行った実験の値について平均値と標準誤差
を求めた.	
２） 結果
　炭疽病の症状である「ほくろ状の黒色斑点」は,	15,	20,	25,	30および35℃のどの温度でも発生した.	接種2
日後からイチゴの葉に黒色斑点が形成された（図2）.	斑点数は6日後まで増加し,	7日後以降は増加がごく僅かで
あった.	
　葉の濡れ時間が6時間ではどの気温の試験区でも発病は見られなかった.	また,	予備試験であるが葉の濡れ時
間を7,8,9時間としても発病は見られなかった.	気温20,	25,	30℃の試験区では濡れ時間が10時間以上で発病
が見られ,	15℃および35℃の試験区も12時間以上で発病したが,	どの濡れ時間の試験区も斑点数は少なかった.	
20,	25,	30℃の試験区は12時間以上で病斑数が多く,	20℃では48時間後以降の葉の濡れ時間が最も病斑数が
多くなり,	25℃では32～48時間,	30℃では48時間であった（図3）.	なお予備試験において10℃および37℃で濡
れ時間の影響を調査した試験区では,	48時間以上の葉の濡れ処理を行なっても感染発病は見られなかった.	

図１.��イチゴ苗に分生子懸濁液を噴霧接種した時の様子（a）,�噴霧接種後にイチゴ苗葉面に結露を生じさせるために使用し
た高湿度恒温グロースキャビネット（b）および人工気象器�（c）

a b c
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３） 考察
　以上の接種実験の結果から,	本種によるイチゴ炭疽病の潜伏期間は2-6日と考えられた.	気温の影響について
は,	接種試験ごとに試験区でばらつきが見られたが,	どの試験においても気温20-30℃では発病が激しかったこと
から,	20-30℃が発病に好適であると考えられた.	さらに,	葉の濡れ時間については,	20,	25,	30℃では最短で10
時間で感染し,	その後20℃では48時間まで,	25℃では32-48時間,	30℃では48時間までは感染が進むと考えら
れた.	
　噴霧試験に使用したイチゴ炭疽病菌C.	fructicolaはC.	gloeosporioides種群であり,	C.	acutatum種群の炭
疽病菌は使用していない.	両種群は菌糸の性質や接種後に発生する病斑が類似している（秋田,	1992;	Han	et	
al.,	2016）.	種群の違いから,	C.	acutatum種群による感染において,	葉の濡れ時間と気温が本研究で得られた
結果と同様の影響を与えるかについては,	今後,	改めて検討が必要と考えられる.	
　以上のことから,	本種による炭疽病においては,	潜伏期間は2-6日であり,	気温20-30℃において降雨や結露に
よって葉面が24時間以上継続して濡れているような状況で感染発病が著しく進むものと考えられた.

図２.�分生子の噴霧接種によりイチゴの葉に発生した炭疽病の小黒斑

図３.�イチゴ炭疽病の感染発病に対する葉面濡れ時間と気温の影響
（噴霧接種から6日後に一複葉あたりに発生した斑点数を調査した.）
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摘　要
　イチゴ炭疽病は我が国におけるイチゴの最重要病害とされている.	防除の予測のためには,	「葉の発病と葉の
濡れ時間・温度との関係」などの発病に適した条件を明らかにする必要がある.	本研究では,	病原菌の一種である
Colletotrichum	fructicolaを噴霧試験に使用して葉の発病と葉の濡れ時間・温度との関係を検証した.	接種源と
してC.	fructicola分生子懸濁液（濃度5.0	x	105個/ml）30mlを準備し,	葉齢が約4-6週間のイチゴ苗「品種：さが
ほのか」に噴霧接種した.	接種後のイチゴの葉面を結露させるために,	湿室に15,	20,	25,	30および35℃を準備し,	
それぞれの気温に0,	6,	12,	24,	32,	48および56時間葉面を濡れさせる試験区を設定した.	接種後から1日ごと
に葉の病班を計数したところ,	発病が接種2日後から見られ,	6日後まで増加したことから,	潜伏期間は接種後から
2-6日後と考えられた.	気温20-30℃では病斑数が多く,	さらに,	20℃では48時間,	25℃では32～48時間,	30℃
では48時間以上で病斑数が最も多い結果となった.	これらの結果から,	イチゴの栽培において気温20-30℃の範
囲で葉面が24時間以上濡れるまたは結露することがあれば,	炭疽病の発生に注意を払う必要があると考えられる.	
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